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1111・・2222
総決起大会

－

建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
を－

現
場
労
働
者
の
賃
金

大
幅
引
き
上
げ
を
か
ち
と
ろ
う
！

全
建
総
連
は
十
一
月
二
十
二
日
、
東
京
「
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
」
で

「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
を
開
催
。

全
国
四
十
九
県
連
組
合
か
ら
三
四
一
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。（
建
設

長
崎
か
ら
は
六
人
が
参
加
）
大
会
で
は
、
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
と
合

わ
せ
、
国
保
組
合
へ
の
助
成
を
は
じ
め
と
し
た
各
省
庁
予
算
を
確
保
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
、
参
加
者
全
員
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
主
催
者
挨
拶
で

は
十
月
に
行
わ
れ
た
全
建
総
連

大
会
で
、
新
し
く
就
任
し
た
吉

田
三
男
中
央
執
行
委
員
長
が
大

会
の
お
礼
に
続
け
て
、「
組
合

の
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
。
補
助

金
獲
得
は
最
優
先
の
課
題
で
あ

る
。
各
省
庁
交
渉
に
向
け
て
、

全
力
で
取
り
組
み
た
い
」
と
挨

拶
。そ

の
後
、
来
賓
と
し
て
出
席

の
各
党
（
自
民
・
立
憲
民
主
・

公
明
・
希
望
・
民

進
・
共
産
・
自
由
・

社
民
）
の
代
表
者
よ

り
諸
要
求
実
現
に
向

け
て
協
力
す
る
決
意

と
連
帯
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
、
全
建
総
連
の

勝
野
書
記
長
は
、「
建
設
産
業

の
存
続
は
、
そ
の
担
い
手
の
確

保
に
か
か
っ
て
お
り
、
建
設
労

働
者
・
職
人
の
賃
金
・
単
価
の

引
き
上
げ
や
、
社
会
保
険
の
適

正
な
加
入
を
保
障
す
る
法
定
福

利
費
の
確
実
な
支
給
は
、
緊
急

か
つ
最
重
要
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
建
設
国
保
の
育
成
・
強

化
は
、
全
国
の
建
設
労
働
者
・

職
人
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
現

行
補
助
水
準
の
確
保
に
向
け
て
、

仲
間
の
力
を
結
集
し
よ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
の
代
表
団
に
よ

る
各
省
庁
へ
の
要
請
行
動
と
、

大
会
終
了
後
に
は
東
京
駅
ま
で

の
デ
モ
行
進
も
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
開
催
に
先
立
ち
地

元
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て

要
請
行
動
も
行
い
ま
し
た
。

・
・
要
請
先
・
・

【
衆
議
院
議
員
】

西
岡
秀
子
氏
・
加
藤
寛
治
氏

谷
川
弥
一
氏
・
北
村
誠
吾
氏

冨
岡

勉
氏

【
参
議
院
議
員
】

古
賀
友
一
郎
氏
・
金
子
原
二
郎
氏

（
※
西
岡
議
員
の
み
本
人
対
応

他
議
員
は
秘
書
対
応
）

今
後
の
行
動
予
定
と
し
て
、

十
一
月
三
十
日
に
予
算
要
求
中

央
行
動
（
各
省
庁
交
渉
と
議
員

要
請
行
動
）
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
建
設
長
崎
と
し
て
も
全
国

の
仲
間
と
と
も
に
行
動
に
参
加

し
て
い
き
ま
す
。

建
設
長
崎
か
ら
、
舩
津
執
行

委
員
長
、
本
多
常
秋
（
中
央
支

部
）
宮
野
喜
吉
（
佐
世
保
中
央

支
部
）
両
本
部
執
行
委
員
、
北

村
顧
問
、
長
建
国
保
よ
り
佐
藤

圭
介
常
務
理
事
、
池
田
剛
事
務

局
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

労労労労労労労労労労労労労労
働働働働働働働働働働働働働働
安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全
推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進
大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会
（
長
崎
・
県
央
地
区
）

●
記
念
講
演－

「
木
造
住
宅
建
築
工
事
に
お
け
る
安
全
対
策
」

十
一
月
七
日
㈫
午
後
七
時
か

ら
、
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
に
て
長

崎
・
県
央
地
区
の
労
働
安
全
推

進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
北
地
区
と

隔
年
お
き
に
開
催
す
る
大
会
で
、

今
年
は
長
崎
・
県
央
地
区
で
開

催
さ
れ
、
全
体
で
九
十
六
名
の

参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
里

副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
労
災

事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
へ
の
黙
祷
の
後
、
舩
津
執

行
委
員
長
の
代
表
挨
拶
。
記
念

講
演
で
は
長
崎
労
働
局
田
中
健

康
安
全
課
長
よ
り
「
木
造
住
宅

建
築
工
事
に
お
け
る
安
全
対

策
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
労
働
局
に
よ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
運
動
も
五
年

目
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
、
現

場
で
の
墜
落
防
止
や
更
な
る
安

全
の
取
り
組
み
強
化
を
要
請
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
支
部

よ
り
推
薦
さ
れ
た
一
〇
事
業
所

に
安
全
功
労
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

北
村
支
部
長
（
大
浦
支
部
）
よ

り
安
全
の
誓
い
が
宣
言
さ
れ
、

参
加
者
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
伊
藤
副
委
員
長

の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
、
現
場

で
の
災
害
撲
滅
を
改
め
て
認
識

す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
大

会
で
表
彰
さ
れ
た
安
全
功
労
賞

の
受
賞
者
は
下
記
の
事
業
所
で

す
。

職
種
の
再
確
認
調
査

長
建
国
保
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
指
導
に
基
づ
き
長
建
国
保

加
入
の
全
組
合
員
を
対
象
に
加

入
資
格
（
職
種
）
の
再
確
認
調

査
（
組
合
員
就
労
状
況
調
査
）

を
二
年
に
一
度
実
施
し
て
お
り

平
成
三
十
年
が
そ
の
調
査
の
年

に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
後
日
郵
送

に
て
お
送
り
し
ま
す
調
査
表
に

ご
記
入
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
（
以
下
「
証

明
書
類
」）
を
調
査
表
と
一
緒

に
組
合
支
部
窓
口
へ
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

証
明
書
類
は
保
険
証
切
替

時
に
提
出
を

調
査
表
と
証
明
書
類
は
、
保

険
証
の
切
替
（
更
新
）
の
際
に

提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
切
替

当
日
ま
で
に
該
当
す
る
証
明
書

類
（
登
記
簿
謄
本
や
確
定
申
告

書
写
し
、
就
労
証
明
書
等
）
を

ご
準
備
い
た
だ
き
ま
し
て
三
月

の
保
険
証
の
切
替
当
日
に
お
持

ち
下
さ
い
。

尚
、
更
新
当
日
に
証
明
書
類

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
保

険
証
の
切
替
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

証
明
書
類
未
提
出
者
は

資
格
喪
失

こ
の
調
査
に
応
じ
な
い
方
、

証
明
書
類
を
提
出
し
な
い
方
は
、

厚
生
労
働
省
の
指
導
に
よ
り
無

資
格
加
入
者
と
み
な
し
組
合
規

約
に
基
づ
き
保
険
証
を
返
還
の

上
、
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
建
設
従
事
者
と
し
て

加
入
後
、
建
設
業
を
廃
業
ま
た

は
転
職
さ
れ
た
方
は
、
速
や
か

に
組
合
各
支
部
へ
届
出
下
さ
い
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
調
査
実

施
に
あ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
等
に
関
し
ま
し
て
ご
不

明
な
点
は
組
合
所
属
支
部
ま
た

は
長
建
国
保
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

～来年3月保険証の更新時に
就労状況調査を実施します～

December
No.630
2017年12月15日

1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●田上一郎 編集人●若杉孝雄

【年末年始のお知らせ】
仕事納め 12月28日（木）
仕事初め 1月5日（金）
年末の事務処理は12月27日㈬まで
新年の通常業務は1月6日㈯より

労
働
安
全
功
労
賞

（
敬
称
略
）

山
廣
工
務
店

山
下

廣
造（
中
央
支
部
）

㈱
南
翔
ク
レ
ー
ン

田
原

洋
司（
大
浦
支
部
）

㈲
山
本
建
設

山
本

秀
夫（
市
南
支
部
）

永
田
工
務
店

永
田

義
浩（
東
長
崎
支
部
）

川
瀬
技
建

川
瀬

末
夫（
浦
上
西
支
部
）

も
と
き
塗
装

山
﨑

徹（
浦
上
東
支
部
）

藤
永
建
設
㈱

森

信
幸（
西
彼
支
部
）

山
本
住
宅
建
設

山
本

茂（
諫
早
支
部
）

大
安
建
設

大
安
和
一
郎（
大
村
支
部
）

㈲
松
田
組

松
田

年
市（
島
原
支
部
）

長建国保よりお知らせ

12

大会に参加した本多執行委員（左）と宮野執行委員

－危険みつけてみんなで改善
意識高めて安全職場－

－現場での災害撲滅を改めて認識する大会となりました。－

全国より3，415人の仲間が集まる
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各
支
部
で

秋
の
住
宅
デ
ー
開
催

�������������������������������������������������������������������

１１
５

技
能
ま
つ
り
２０１７

〜
若
い
人
へ
も
の
づ
く
り
の

魅
力
を
伝
え
た
い
〜

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体

験
す
る
「
技
能
ま
つ
り
二
〇
一

七
」
が
十
一
月
五
日
長
崎
市
浜

の
町
ベ
ル
ナ
ー
ド
観
光
通
り
で

開
催
さ
れ
、
県
内
の
各
技
能
士

会
や
長
崎
工
業
高
校
な
ど
十
五

の
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。

県
職
業
能
力
開
発
協
会
が
主

催
と
な
り
、
若
者
の
も
の
づ
く

り
離
れ
が
見
ら
れ
る
中
、
身
近

に
触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
で

「
も
の
づ
く
り
」
の
魅
力
を
伝

え
る
事
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
長
崎
技

能
士
会
と
し
て
、
長
崎
市
内
支

部
の
組
合
員
さ
ん
に
参
加
協
力

頂
き
ま
し
た
。体
験
と
し
て「
万

能
腰
掛
け
」
の
作
成
、
ま
た
普

段
は
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
丸
柱
模
型
や
柱
の
継
手
・

木
材
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。参

加
し
た
子
ど
も
ら
は
、
組

合
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
金
槌
や
イ

ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
用

し
て
の
技
能
体
験
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

技
能
士
会
の
北
村
会
長
は
、

「
建
設
技
能
者
が
不
足
し
て
い

る
今
。
若
い
人
た
ち
が
、
こ
の

よ
う
な
体
験
を
通
じ
て
技
能
士

と
交
流
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ

く
り
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
と
も
大
変
好
評
で
、

多
く
の
親
子
連
れ
の
方
に
体
験

頂
き
、
有
意
義
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

諫
早
支
部

〜
今
年
も
賑
や
か
に
楽
し
く
奉
仕
活
動
〜

少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
る
十
一

月
最
初
の
日
曜
日
、
諫
早
支
部

で
は
今
年
も
支
部
の
役
員
さ
ん

や
森
山
分
会
の
会
員
さ
ん
を
中

心
に
参
加
し
て
頂
き
、「
森
山

よ
ら
ん
ね
祭
り
」
に
協
賛
し
て

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
着
く
と
、
先
ず
は
準
備

作
業
で
大
賑

わ
い
。
テ
ン

ト
設
営
や
宣

伝
用
の
足
場

組
み
、
包
丁

研
ぎ
の
作
業

台
設
置
な
ど
、

ワ
イ
ワ
イ
楽

し
そ
う
に
手

際
よ
く
行
っ

て
い
ま
し
た
。

準
備
が
終
わ
る
と
、
全
員
で

一
日
ケ
ガ
の
無
い
よ
う
に
、
お

神
酒
で
清
め
て
か
ら
作
業
を
開

始
。
包
丁
研
ぎ
は
例
年
通
り
受

付
開
始
早
々
か
ら
着
実
に
客
足

が
伸
び
、
昼
の
受
付
終
了
ま
で

コ
ツ
コ
ツ
本
数
を
伸
ば
し
ま
し

た
。
主
婦
会
の
皆
さ
ん
に
も
お

昼
の
準
備
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
、

受
付
等
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。今

年
は
打
ち
上
げ
の
会
場
を

支
部
事
務
所
に
変
更
し
、
住
宅

デ
ー
の
反
省
と
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

中
央
支
部

〜
こ
こ
数
年
で
一
番
の
実
績
〜

十
一
月
三
日
（
金
）
文
化
の

日
、
中
央
支
部
茂
木
分
会
で
は

「
茂
木
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に

協
賛
し
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

会
場
と

な
っ
た
茂
木

フ
ェ
リ
ー
乗

り
場
駐
車
場

に
は
、
お
祭

り
舞
台
を
中

心
に
地
元
の

特
産
品
等
を

始
め
と
し
た

各
種
出
店
が

さ
れ
て
い
て
、

茂
木
分
会
で

は
、
恒
例
と

な
っ
て
い
る

包
丁
研
ぎ
・

ま
な
板
削

り
・
木
工
製
品
の
販
売
等
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

朝
九
時
の
受
付
開
始
に
向
け
、

テ
ン
ト
等
の
準
備
作
業
を
行
っ

て
い
る
段
階
か
ら
、
包
丁
を
手

に
し
た
皆
さ
ん
の
長
い
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
漁
師
町
な

ら
で
は
の
重
量
級
の
出
刃
包
丁

を
は
じ
め
と
し
た
、
研
ぐ
前
の

包
丁
が
、
九
時
の
時
点
で
五
十

本
ほ
ど
並
び
、
研
い
で
も
研
い

で
も
、
次
か
ら
次
へ
と
昼
前
ま

で
お
客
さ
ん
の
列
は
途
絶
え
ず
、

受
付
の
主
婦
会
の
皆
さ
ん
も
、

磨
ぎ
手
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
も

休
憩
な
し
で
頑
張
り
ま
す
。
よ

う
や
く
一
段
落
で
き
た
の
が
、

午
後
二
時
頃
で
し
た
。

実
績
と
し
て
は
こ
こ
数
年
の

中
で
一
番
多
く
て
、
包
丁
三
六

五
本
を
研
ぎ
上
げ
、
ま
な
板
を

三
十
一
枚
削
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
も
茂
木
分
会
が
地
域
に
根

付
い
て
い
る
証
拠
だ
と
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

森
崎

晴
茂

樋
口

義
雄

辻

啓
人

辻

継
則

辻

清
二

中
村

太
司

橋
本

正
春

佐
藤

繁
幸

上
町

三
男

後
田

博
幸

髙
谷

義
信

松
崎

雅
之

比
嘉

誠

曽
根

豊
次

石
丸

直
孝

石
丸

久

前
田

稔

山
崎

貞
博

村
上

昌
也

木
下

忠
明

田
崎

義
光

前
田

一
恵

辻

百
合
子

髙
谷
テ
ル
子

比
嘉

章
子

木
下
美
耶
子

石
丸

順
子

中
村

久
子

坂
本

妙
子

上
町

和
子

酒
井

智
子

田
崎
多
美
子

村
上

敏
子

渡
辺
智
恵
子

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

《
参
加
者
》

（
敬
称
略
）

山
口

龍
志

大
平

高
好

太
田

俊
一

山
口
大
志
郎

山
口

賢
龍

田
川

修

太
田

寿
俊

中
橋

妥

本
多

常
秋

馬
渡

鉄
洋

山
崎

増
雄

大
石

直

田
森

勝

坂
口

忠
義

石
橋

廣
喜

樋
口

正
人

西
村

忠
光

馬
場

秀
行

馬
場
ヒ
ロ
子

野
崎
美
智
子

太
田

昌
子

山
口
美
佐
江

新
井
田
圭
子

田
上
副
委
員
長

舩
津
委
員
長

佐
世
保
東
支
部

〜
毎
年
の
連
続
開
催
が
大
切
〜

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
十
一

月
五
日
㈰
に
「
わ
く
わ
く
ふ
れ

あ
い
市
」で
、
十
二
日
㈰
に「
ど

ろ
ん
こ
の
里
」
に
て
、
そ
れ
ぞ

れ
住
宅
デ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ふ
れ
あ
い
市
で
の

開
催
は
五
年
連
続
と
な
り
、
住

民
の
方
に
は
十
分
に
浸
透
し
て

い
る
よ
う
で
、
受
付
時
間
よ
り

前
に
包
丁
を
持
ち
込
ま
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
予
定
よ
り
も
早
く

作
業
を
始
め
ま
し
た
。

当
会
場
は
、
直
売
所
と
い
う

こ
と
で
朝
早
く
か
ら
賑
わ
い
を

見
せ
て
お
り
、
買
い
物
を
さ
れ

た
方
は
、
何
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
を
見
に
来
ら
れ
、
包
丁
を

取
り
に
帰
る
方
も
い
ま
し
た
。

天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

会
場
が
日
陰
な
こ
と
も
あ
り
肌

寒
い
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し

た
が
、
終
了
後
は
主
婦
会
手
作

り
の
温
か
い
豚
汁
を
頂
き
冷
え

た
体
を
温
め
ま
し
た
。

波
佐
見
の
直
売
所
「
ど
ろ
ん

こ
の
里
」
で
の
開
催
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
二
年
連
続
に
な
り

ま
す
。
波
佐
見
町
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
波
佐
見
分
会

の
方
を
中
心
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

二
回
目
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

店
の
方
に
「
今
年
も
包
丁
研
ぎ

は
開
催
さ
れ
る
の
か
」
と
尋
ね

ら
れ
た
方
も
い
た
そ
う
で
、
住

民
の
方
に
少
し
は
浸
透
し
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
年

は
来
場
者
・
包
丁
の
数
も
昨
年

と
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
継
続

し
て
開
催
す
る
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

今
年
の
住
宅
デ
ー
は
、
二
日

間
合
計
し
て
百
二
十
八
名
、
包

丁
が
二
百
七
十
二
本
集
ま
り
、

住
宅
デ
ー
を
来
年
以
降
も
続
け

て
行
き
、
組
合
員
と
地
域
の
方

と
の
交
流
を
深
め
て
行
き
た
い

で
す
。

《
参
加
者
》

十
一
月
五
日

茅
原
喜
志
男

長
島

則
行

大
庭

真
八

迎

稔

田
中

秀
幸

富
永

幸
雄

倉
富

辰
美

田
中

光
輝

迎

政
博

枝
折

春
紀

真
木

洋
和

迎

良
則

坂
本

昇

柳

光
輝

茅
原

喜
人

松
延

貴
男

城
戸

行
誠

倉
富
美
智
子

迎

良
子

茅
原

雪
江

田
川
フ
ジ
子

萩
尾

保
子

茅
原
和
賀
子

（
敬
称
略
）

十
一
月
十
二
日

長
島

則
行

小
谷

守

迎

稔

丸
田

勉

安
藤

清

田
中

光
輝

倉
富

辰
美

真
木

洋
和

迎

良
則

松
尾

勝
信

執
行

保

川
口

恵
司

川
端

昭
吾

村
井

大
樹

鴨
川

浩
樹

城
戸

行
誠

松
延

貴
男

田
中

和
樹

三
根

康
恵

▲諫早よらんね祭り

親子で身近に触れて体験

▲万能腰掛けづくりに挑戦

▲茂木ふれあい祭り

▲わくわくふれあい市会場

▲どろんこの里会場
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十
一
月
十
九
日
㈰
、
午
前
九

時
よ
り
大
村
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

組
合
本
部
よ
り
舩
津
委
員
長
、

伊
藤
副
委
員
長
、
田
上
副
委
員

長
、
協
会
よ
り
藤
枝
事
務
局
長
、

来
賓
と
し
て
村
上
信
行
市
議
に

も
ご
出
席
頂
き
、
総
勢
七
十
四

名
と
大
変
多
く
の
参
加
者
を
迎

え
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
舩
津
委
員
長

に
始
球
式
を
行
っ
て
頂
い
て
か

ら
、
競
技
ス
タ
ー
ト
。
シ
ョ
ー

ト
ホ
ー
ル
は
最
短
で
十
五
ｍ
、

ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
最
長
五
十
ｍ

あ
り
、
力
の
加
減
が
な
か
な
か

難
し
い
よ
う
で
、
打
球
が
ホ
ー

ル
ポ
ス
ト
を
勢
い
よ
く
通
過
し

て
い
く
人
も
い
れ
ば
、
ロ
ン
グ

ホ
ー
ル
な
の
に
加
減
を
誤
っ
て
、

ち
ょ
こ
ん
と
し
か
打
球
が
進
ま

な
い
方
も
い
て
、
各
ホ
ー
ル
で

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
支
部
へ
戻
り
、

主
婦
会
特
製
の
豚
汁
で
冷
え
た

身
体
を
温
め
な
が
ら
の
打
ち
上

げ
を
行
い
ま
し
た
。
ス
コ
ア
の

集
計
が
完
了
後
、
飛
び
賞
や
ゾ

ロ
目
賞
な
ど
多
く
の
賞
を
揃
え

て
の
表
彰
式
を
行
い
、
分
会
対

抗
戦
の
優
勝
は
彼
杵
分
会
チ
ー

ム
で
し
た
。（
終
了
後
に
、ま
た

打
ち
上
げ
を
行
っ
た
そ
う
で
す
）

個
人
戦
の
優
勝
者
は
主
婦
会

の
方
で
、
分
会
対
抗
戦
で
は
主

婦
会
チ
ー
ム
が
三
位
も
獲
得
し

ま
し
た
。

大
村
支
部
で
は
今
回
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
支
部
旅
行
会

を
隔
年
で
交
互
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
楽
し
い
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
参
加

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
、
ご

参
加
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
山
本
）

十
一
月
十
四
日
㈫
午
後
六
時
か
ら
中
央
総
支

部
・
浦
上
総
支
部
合
同
で
毎
年
恒
例
の
「
プ
ラ

チ
ナ
友
の
会
」
を
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
長
崎
で
開

催
し
ま
し
た
。

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
は
、
年
に
一
度
、
七
十
才

以
上
の
先
輩
組
合
員
さ
ん
を
対
象
に
顔
を
合
わ

せ
て
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
る
事
を
目
的
に

行
っ
て
お
り
、
当
日
は
本
部
四
役
・
支
部
長
も

参
加
し
て
頂
き
ま
し
て
、
懇
談
し
て
い
ま
す
。

最
初
に
お
酒
を
飲
ん
で
収
拾
が
つ
か
な
く
な

る
前
に
記
念
撮
影
。
安
心
し
て
お
酒
を
飲
む
準

備
を
整
え
懇
親
会
に
は
い
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
に
初
め
て
参
加

し
て
頂
い
た
方
や
、
毎
年
参
加
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
と

の
お
酒
も
大
い
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、
改

め
て
「
来
年
も
ま
た
参
加
し
て
会
お
う
」
と
名

残
を
惜
し
み
つ
つ
盛
会
裏
の
内
に
終
了
し
ま
し

た
。

十
一
月
十
九
日
㈰
〜
二
十
日

㈪
の
日
程
で
、
福
岡
・
大
分
方

面
へ
の
親
睦
旅
行
会
を
男
性
十

二
名
・
女
性
四
名
の
総
勢
十
六

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
を
乗
せ
た
バ
ス

が
出
発
し
挨
拶
が
終
わ
る
と
、

早
速
ビ
ー
ル
が
配
ら
れ
、
皆
さ

ん
の
気
分
は
上
場
で
す
。
に
ぎ

や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
で
盛
り
上

が
っ
て
い
る
う
ち
に
、
最
初
の

見
学
地
「
か
え
る
寺
」
と
し
て

有
名
な
「
如
意
輪
寺
」
に
到
着
。

お
参
り
の
あ
と
住
職
様
よ
り
、

「
毎
日
周
り
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
幸

せ
幸
せ
と
朝
晩
口
に
出
し
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
生
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
り
が
た
い
お
話

し
を
頂
き
、
心
な
し
か
皆
の
顔
も
神
々
し
く

な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
よ
う
な
。
次
は
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
工
場
見
学
。
製
造
工
程
な
ど
の
見

学
の
あ
と
、
待
ち
に
待
っ
た
試
飲
の
美
味
し

か
っ
た
こ
と
！
喉
と
心
を
潤
し
ま
し
た
。
バ

ス
移
動
で
は
適
宜
ト
イ
レ
休
憩
を
と
り
な
が

ら
、
湯
布
院
散
策
の
あ
と
、
別
府
の
ホ
テ
ル

へ
到
着
で
す
。
美
味
し
い
食
事
と
カ
ラ
オ
ケ

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
温
泉
に
も
入
っ
て

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

二
日
目
は
、宇
佐
八
幡
宮
を
参
拝
。パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
た
り
、
職
業
柄
、
本
殿

の
構
造
な
ど
興
味
の
尽
き
な
い
様
子
で
し
た
。

次
に
青
の
洞
門
、
深
耶
馬
渓
と
紅
葉
観
光
で

目
の
保
養
を
済
ま
せ
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
日
は
歩
い
て
の
観
光
が
多
か
っ
た
た
め
か
、

男
性
陣
は
お
疲
れ
の
よ
う
で
し
た
が
、
主
婦

会
パ
ワ
ー
満
開
の
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
な
が

ら
無
事
長
崎
着
と
な
り
ま
し
た
。
皆
で
楽
し

く
更
な
る
交
流
を
深
め
る
事
が
で
き
た
二
日

間
で
し
た
。

（
鳥
田

愛
子
）

〜
珍
光
景
？
噴
火
の
前
兆
‼
〜

今
回
の
旅
行
は
、
霧
島
温
泉

を
宿
泊
先
に
据
え
た
行
程
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
燃
岳

の
噴
火
が
あ
っ
た
た
め
影
響
を

考
慮
し
て
急
遽
宿
泊
先
を
指
宿

に
変
え
行
程
も
大
幅
な
変
更
と

り
ま
し
た
。

出
発
の
滑
り
出
し
は
そ
こ
そ

こ
に
、
三
十
分
毎
の
ト
イ
レ
タ

イ
ム
に
、
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
か

ら
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
ら
れ
な
が

ら
、
一
路
鹿
児
島
を
目
指
し
ま

す
。道

中
な
ん
や
か
ん
や
あ
り
ま

し
て
、
旅
館
で
一
服
、
一
風
呂
、

一
杯
と
段
取
り
よ
く
こ
な
し
て

参
り
ま
し
た
。

翌
日
は
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て

桜
島
へ
。

普
段
見
慣
れ
な
い
モ
ク
モ
ク

上
が
る
煙
と
露
出
し
た
山
肌
に
、

雄
大
さ
を
感
じ
入
り
な
が
ら
撮

影
等
楽
し
ま
れ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
う
そ
う
、
桜
島
を
背
に
し

て
下
る
頃
の
話
で
す
が
、
突
然

ア
ッ
と
声
を
上
げ
る
バ
ス
ガ
イ

ド
さ
ん
。
何
か
と
思
っ
て
指
さ

す
方
を
見
て
み
れ
ば
、
た
っ
た

今
ま
で
白
か
っ
た
噴
煙
が
オ
レ

ン
ジ
色
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で

す
。
珍
し
い
も
の
を
見
た
ね
な

ん
て
言
い
な
が
ら
先
を
急
ぐ
一

行
で
し
た
が
、
翌
朝
の
ニ
ュ
ー

ス
で
事
の
真
相
が
判
明
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

噴
火
し
て
お
り
ま
し
た
。
夜

の
十
時
頃
に
。
オ
レ
ン
ジ
色
の

噴
煙
は
前
兆
だ
っ
た
よ
う
で
す

ね
。
本
当
に
珍
し
い
時
に
行
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

帰
り
も
な
ん
や
か
ん
や
あ
り

ま
し
て
、
無
事
帰
っ
て
参
り
ま

し
た
。

支
部
長
曰
く
、

「
な
ん
や
か
ん
や
で
楽
し

か
っ
た
で
す
」

と
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、
噴
火
で
始
ま
り
、

噴
火
で
終
わ
る
。
そ
ん
な
旅
行

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し
た
。

お申込方法
住宅エネルギー技術講習会ホームページ〈http://www.shoene.org/〉
又は FAXにてお申し込みください。
※お申込み締め切りは、開催日の3日前となります。
※CPD登録をしている方は、登録カードをご持参ください。

主催／長崎県ゆとりある住まいづくり推進協議会事務局
〈（一財）長崎県住宅・建築総合センター内〉

お問い合わせ先／TEL．095-825-6944
FAX．095-825-6947

中
央
総
支
部
・
浦
上
総
支
部

旅 行 会
～楽しく親睦深める忘年旅行会～

大 浦 支 部

旅 行 会佐世保北支部

平成29年度国土交通省補助事業「住宅建築技術高度化・展開推進事業」

長崎県住宅省エネルギー技術施工技術講習会
○開催日：平成30年1月14日㈰ 受付8：10 講習時間8：30～12：50まで CPD認定講習4単位

○会 場：建設長崎本部会館2階 会議室（長崎市城山町17－58）※募集人員 30人

※平成29年度「地域型住宅グリーン化事業」の補助対象住宅を施工する事業者は、必ず一人以上は住宅省エネルギー技
術講習会を受講した修了者が所属している必要があります。

※平成24年度～28年度に施工技術講習会を修了された方も、新しい省エネ基準に基づき説明しますので、是非受講して
下さい。

※長崎県住宅省エネルギー技術設計講習会とは別の講習です。両方受講することが設計・工事監理・現場管理に有用です。

グラウンドゴルフ大会
～総勢７４名、好・珍プレーに大いに賑わう～
大 村 支 部毎毎年年楽楽ししみみににししてていいるる友友のの会会
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2017年を振り返って

第
四
十
六
回
技
能
士
大
会

技
能
検
定
功
労
者

髙
石
豊
晴
さ
ん
（
諫
早
）

第
四
十
六
回
長
崎
県
技
能
士

大
会
が
十
一
月
十
五
日
、
長
崎

市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
技
能
労
働

者
の
雇
用
の
安
定
と
技
能
の
向

上
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
県
民

が
も
の
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深

め
、
技
能
や
技
術
を
大
切
に
す

る
気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
十
一
月
の
職
業

能
力
開
発
促
進
月
間
に
合
わ
せ

て
開
催
。

大
会
は
長
崎
県
、
県
職
業
能

力
開
発
協
会
、
県
技
能
士
会
連

合
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
県
産
業
労

働
部
雇
用
労
働
政
策
課
の
山
下

和
孝
政
策
監
が
「
近
年
、
若
者

の
も
の
づ
く
り
離
れ
や
熟
年
技

能
労
働
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

も
の
づ
く
り
の
現
場
を
支
え
る

技
能
や
技
術
を
い
か
に
し
て
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
か
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
関

係
団
体
と
連
携
し
、
技
能
が
よ

り
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し

た
い
」
と
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
代
読
。

大
会
で
は
各
種
表
彰
が
行
わ

れ
「
技
能
検
定
功
労
者
」
と
し

て
髙
石
豊
晴
さ
ん
（
建
築
大

工
・
諫
早
支
部
）
が
県
職
業
能

力
開
発
協
会
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
髙
石
さ
ん
は
「
思
っ
て

も
い
な
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
体
が
動
く
間
は
頑
張
り
た

い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
ま

し
た
。

受
賞
式
の
後
、
平
成
二
十
九

年
度
前
期
技
能
検
定
の
合
格
者

に
対
し
て
、
一
級
技
能
士
一
二

〇
名
、
二
級
技
能
士
一
四
九
名
、

三
級
技
能
士
一
三
六
名
に
合
格

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ソフトボール大会

○２９年度特定健診スタート
○足場作業主任者技能講習（２０～２１日）
●各支部対抗ソフトボール大会（２３日）

４４月月総決起集会

○県土木部・産業労働部要請行動
（１０日）

○所得税一括申告（１４日）
○消費税受付（１５～２４日）
●建設長崎３・２１総決起集会（２１日）

３３月月長建国保組合会

○所得税受付（６～２８日）
○各支部賃金委員会（１６～２４日）
●長建国保第９４回組合会（２８日）

２２月月旗開き

●本部旗開き（５日）
○各支部旗開き（１０～２０日）
○税務署交渉（長崎２０日、佐世保・平戸
２４日、諫早・島原２５日）
○本部主婦会新年の集い（２５日）
○中小建設業協会新春交流会（２７日）

１１月月

原爆殉難者慰霊祭

●原爆殉難者慰霊祭（８日）
○諫早市・県央振興局要請（２３日）
○佐世保市要請（３０日）
○各支部大会

８８月月定期大会

○全建総連中央総決起大会（６日）
○全建総連第２４回全国青協交流会

（９～１０日）
○主婦会総会（１２日）
●第７２回定期大会（１６日）
○中小建設業協会第５回定期総会（２１日）
○長建国保第９５回組合会（２７日）

７７月月青年技能競技大会

○九地協企業交渉（８～９日）
●青年技能競技大会（１１日）
○全建総連全国主婦会交流集会

（１５～１６日）
○青年部大会（２０日）

６６月月メーデー

●第８８回長崎地区メーデー（１日）
○労働保険年度更新受付

（１６～６月１４日）
○九地協青年部交流集会（２１～２２日）

５５月月

国保予算要求行動

●国保予算要求行動
○省エネ施工講習会（１７日）
○木造建築物組立等作業主任者技能講習

（２０～２１日）
○仕事納め（２８日）

１１２２月月労働安全大会

○技の祭典！技能祭り２０１７（５日）
●長崎・県央地区労働安全大会（７日）
○全建総連中央総決起大会（２２日）
○大村市長要請行動（２４日）
○規矩術講習会（２６日）

１１１１月月スーパーハウジングフェア

●スーパーハウジングフェア in 佐世保
（１日）

○本部主婦会日帰り旅行（１１日）
○長崎県・長崎市要請行動（１２日、１７日）
○足場作業主任者技能講習（１２～１３日）
○全建総連第５８回定期大会（２５～２７日）

１１００月月支部大会

○全建総連青年技能大会（１９～２１日）
●各支部大会
○スーパーハウジングフェア in 佐世保

（３０日）

９９月月

～技能がより尊重される
社会を目指して～
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